
ＩＣＴを活用した鳥獣被害対策及びジビエ料理の開発と普及
～鳥獣被害（シカ）対策のプロフェッショナルを目指して～

熊本県立芦北高等学校

２．研究目的

従来の狩猟方法における課題をＩＣＴ・ＩＯＴで改善し、地域と連携した自
衛的狩猟を行い、シカ肉の活用による地域循環型の狩猟体制構築を目指す。
（１）地域と連携した新たなシカ捕獲体制の構築
（２）ＩＣＴ・ＩＯＴを活用した捕獲わなの設置と活用
（３）シカの有効利用（ジビエ料理普及による地域資源としての循環）
（４）狩猟免許の取得

（１）地域と連携した新たなシカ捕獲体制の構築

３．研究内容及び結果

（２）ＩＣＴ・ＩＯＴを活用した捕獲わなの設置と活用
①通信式カメラ設置の効果

１．研究動機

芦北町の有害鳥獣捕獲数は、平成２１年度から令和２年度の１１年間で、
シカ１４．８倍と捕獲数が急増し、シカによる造林地の被害が深刻化して
います。近年ではシカの群れが人里まで出没し、果樹園や田畑においても
被害が発生してます。シカによる被害は、主に果実を食害するイノシシと
比べて葉や樹皮までも食害することから、特に柑橘栽培（甘夏・不知火）
の盛んな芦北地域においては、深刻な被害が予想されます。農林業を守る
ため「地域の山や畑は、自分たちで守る！」をスローガンに鳥獣被害対策
のスペシャリストを目指します。

自然林の被害 ヒノキ苗木被害 伐採前の人工林被害 果樹被害（ｱﾏﾅﾂ） 田畑の被害

狩猟者数の推移（全国） 狩猟者数の推移（熊本県） 狩猟者年齢構成（熊本県）



③シカ捕獲の効率化とシカが好む樹木の発見！

（３）シカの有効利用（ジビエ料理普及による地域資源としての循環）

★ Ｒ４年度 ジビエ料理のレシピ改良＆新たなレシピ考案

芦北町「カレーの町」をモチーフ
にジビエに合うカレーの考案！

新たなレシピ開発

シカのミンチをたっぷり使った「キーマカレー」完成！

★ 第２回ジビエ甲子園 2/5(日)開催（地元企業の協力にて「八代農業高校泉分校」と「芦北高校」の共同開催）

ポップ＆ジビエのPRちらし作成 コロッケ300個 キーマカレー200食販売
熊本市SDGｓ広場にて
木村副知事も来店下さいました！

②シカ捕獲までの工夫

４．研究成果と課題

（１）芦北高校がハブの役目を果たし、関係機関・猟友会・林業従事者・近隣高校との基本体制を構築！
→R3年より水俣高校機械科とも連携開始。今年３月には、地元農業者との合同研修を実施済。

（２）箱わなにＩＣＴを活用することで、労力とコスト削減、狩猟技術の早期習得を実証し、地域に発信！
→山では通信困難な場所も多く存在するため、関係機関と連携し、通信設備の充実を図る。

（３）シカは好んで食べる樹種、好まない樹種があり、シカ捕獲用の効果的なエサを発見！
→好む樹種の共通的な特徴を解明したい。

（４）シカ肉を使ったジビエ料理を地元企業と連携して商品化し、ジビエ甲子園を開催。普及につなげた！
→ジビエ以外のシカの地域資源としての活用を図る。

（５）狩猟免許（わな猟）取得（3年間で生徒２１人、先生７人が取得）
R2：生徒７人、先生１人取得 R３：生徒８人、先生５人 R４：生徒６人、先生１人取得


